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八 幡 英 幸 (熊本大学教育学部)
はじめに
ここにお届けするのは､私がこの4年のあいだ (1992年度後期から1995年度前期まで)神戸の甲南大学で担当して











はじめてからもなお ｢道徳｣という言葉には強い抵抗感を持ちつづけていた｡ とくに､ 自分が大学の教壇の上から
｢道徳｣を語るということ､それも子供たちに ｢道徳｣を教える教師になろうとする学生たちに向かってそうしてい


















これが義務教育に組み込まれた特異な科目としての ｢遺徳｣の一般的なイメ-ジである｡ すなわち､｢道徳｣ は一





という特殊性がある (cf.表 1)｡ しかし､そのような学生も､他の主題をとりあげ､副読本やテレビ番組を教材
として用いた授業を思い浮かべた学生も､ともに上に述べたような一般的なイメージを共有している｡もちろん､な
かには魅力的な ｢道徳｣の授業に出会ったという学生もいないわけではない ｡ しかし､小 ･中学校の9年間を通 じて
言えば､残念ながらそのような学生の記憶もやはり憂宮なものとならざるをえないのである.
表 1 1995年度のアンケー ト結果 (自由筆記,複数回答)
私が受けてきた ｢道徳教育｣
(1) 差別 (部落,民族) 60%
(2)読本,TV 40%
(3) 学校生活 (いじめ,進路) 15%






















は ｢遺徳｣ではなく ｢倫理｣という言い方をすることで､文学部の哲学科で慣れ親 しんだ ｢倫理学｣に逃げ込もうと
していたのである｡
実際､同時に担当していた一般教育科目 ｢倫理学｣には､それほど抵抗感はなかった｡これには､｢倫理学｣の講
義では ｢道徳｣を避けてとおる､あるいは他人事のように語ることができる - と私が感じていた - という理
由があったはずである｡もちろん､｢倫理学｣が ｢道徳哲学｣にはかならないということは､言葉の上では百 も承知













ようなものではない ｡ ただし､わかりやすく説明されると ｢妙に感動する｣ところもある｡ これは､高校の ｢倫理｣
から､大学の一般教育科目としての ｢倫理学｣につながるものである｡ そして､このような ｢倫理｣のイメージは､
小 ･中学校の ｢道徳｣の記憶から切り離されている｡ そのため､ レポートに ｢『倫理』は 『道徳』のことだと聞いて
おどろきました｣などと書いてよこす学生が少なからずいるのである｡
残念ながら､｢倫理｣も必ずしも人気の高い科目とは言えないが､これは ｢道徳｣とはちがうというイメージによっ
て､辛うじてひどく評判を落とさずにすんでい る｡ そう言えるのではないだろうか｡たしかに､｢道徳｣にせよ ｢倫
理｣にせよ､さまざまな革新的な授業の試みがなされているなかで､このように決めっけるのはあまりにも不遜との













































































































その決め手となったのは､前半で兄いだされた二種類の道徳原則を､具体的な問題 - 性の商品化 (94年)および











































































すなわち､まず結論から言えば､｢自殺｣は必ずしも ｢道徳｣の問題とは言えない面を持っ ｡ 言い換えれば､ 目的
論や良心の原則によっては対処できない面を持つ｡ そうであるがゆえに､私たちは ｢自殺｣について考えることによ























あ る な い
52名 112名







































































めあうことが望まれる｡前者は後者を ｢道徳｣的に非難 しがちであり､後者は前者に引け目を感 じがちであるが､そ
れは望ましいことではない ｡ むしろ､教師たちがたがいの個性を認めあうことにより､学校を外に開く､学校を離れ
て考える､といった柔軟な対応が生みだされることになるだろう｡



















に､これに負けない､ しかも新たな ｢道徳｣の ｢経験｣を積み重ねていくことを願っている｡
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